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新城高等女学校のバッヂ

三つくぎぬきを元にデザインされています。

先輩から受け継がれて使用されることも多かったそ

うです

豊川海軍工廠のバッジ

部署によって色が異なるそうです

いかりのマークは海軍を表し、

新城は新城高女を表します。

下の段に名前が入ります。
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田中さんたちは総務部警務係に配属された（同窓会歴史資料館所蔵）
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会計部に配属された生徒達

松操高等女学校の友達と

この写真は『母さんが中学生だっ

たときに』に使用されています。
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作業服に高女と工廠のバッジを胸に付けて工廠で働いた。 １学年下の高女３４回生

１年目の夏はセーラー服姿もあったようです。 名古屋の中島飛行機製作所に

動員された。空襲に遭うものの

全員無事だった
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中野千鶴子さんの遺品（立命館大学国際平和ミュージアム所蔵）

空襲当日に着ていたとされていますが、そうでは

ないという証言もあります。

背中が裂けて、穴も空いています。爆弾の破片や

銃弾によるとすれば、痛々しい限りです。
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モンペ

腰に縫いつけてある布に名前が書かれ

ていたと思われますが、読めません。

手製のベルト

他の生徒達が付けているベルトも同様なバックルが

着いています。



- 7 -

中野さん手製のバッグ

ふたの裏側に文字が書かれています。

右のように読めますがそ

れ以上はわかりません。

新

城

高

女

○

○

○

中

野

千

鶴

子

昭

和

四

年

三

月

十

日

血

液

型

○

○
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その他の遺品

肌着 三角巾

空ビン ピンセット 遺髪


